
産
業
課
長

繁
殖
牛
１
０
８
２
頭
、

肥
育
牛
６
７
５
頭
。

　

販
売
額
は
、
１
億
３
５
０

０
万
円
で
あ
る
。

産
業
課
長

平
成
22
年
度
の
出
荷

量
は
７
３
２
ト
ン
、
販
売
額

は
２
億
７
０
０
０
万
円
で
あ

る
。

黒
の
取
り
組
み
で
あ

る
、
ピ
オ
ー
ネ
の
生
産

農
家
数
と
収
益
は
。

産
業
課
長

１
９
０
人
が
登
録
。

　

栽
培
面
積
は
18
㌶
、
販
売

額
は
８
４
２
０
万
円
で
あ
る
。

黒
の
取
り
組
み
で
あ
る
、

｢

和
牛
」
の
飼
育
農
家

数
と
収
益
は
。

総括質問

赤
と
黒
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
推
進
で
、
赤
の
取
り

組
み
で
あ
る
ト
マ
ト
団
地
造

成
事
業
に
よ
る
経
済
効
果
は
。

平
成
23
年
度
予
算
大

綱
の
中
で『
今
後
も
Ｊ

Ｋ
Ｓ
ス
タ
イ
ル
で
、
無
駄
を

な
く
し
計
画
的
な
行
政
運
営

に
努
め
、
町
と
住
民
が
共
に

手
を
携
え
て
切
磋
琢
磨
を
重

ね
何
事
に
も「
も
っ
た
い
な

い
・
み
っ
と
も
な
い
・
か
た

じ
け
な
い
」（
Ｍ
Ｍ
Ｋ
）の
三

つ
の
心
構
え
を
持
っ
て
対
応

し
、
共
に
繁
栄
で
き
る
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
す
』
と
町
長

の
所
信
表
明
が
述
べ
ら
れ
て

い
る
。

　
Ｍ
Ｍ
Ｋ
に
つ
い
て
説
明
を
。

町
長

「
も
っ
た
い
な
い
・
み
っ

と
も
な
い
・
か
た
じ
け
な
い
」

の
頭
文
字
を
と
っ
て
Ｍ
Ｍ
Ｋ

と
し
た
。
こ
れ
は
、
武
士
道

に
も
あ
る
古
く
か
ら
の
日
本

人
の
倫
理
、考
え
方
で
あ
る
。

　

怪
我
か
ら
復
帰
で
き
た
私

の
心
境
を
昔
の
言
葉
を
引
用

し
、
表
現
し
た
も
の
だ
。　

　

日
本
の
高
度
成
長
期
に
何

ら
か
の
形
で
、
こ
の
Ｍ
Ｍ
Ｋ

精
神
が
あ
っ
た
よ
う
だ
。「
も

っ
と
も
っ
と
・
こ
れ
以
上
」次

の
Ｍ
は
「
ま
だ
ま
だ
」
Ｋ
は

「
勝
た
な
く
ち
ゃ
あ
な
ら
な

を
変
え
ず
、
タ
ク
シ
ー
券
を

増
や
す
な
ど
補
完
事
業
を
充

実
さ
せ
る
べ
き
だ
。
油
木
高

校
生
の
通
学
手
段
確
保
策
が

で
き
て
い
な
い
が
。

町
長

住
民
に
光
を
そ
そ
ぐ
ソ

フ
ト
事
業
を
打
ち
出
し
て
い

る
。
環
境
整
備
を
し
、
タ
ク

シ
ー
券
の
増
発
な
ど
趣
旨
に

沿
い
た
い
。

副
町
長

生
徒
の
通
学
方
法
は

個
々
様
々
で
、
し
か
も
毎
年

変
わ
っ
て
い
る
。
整
合
性
の

あ
る
具
体
策
が
見
当
た
っ
て

Ｑ

答

問

町
長
は
、
所
信
表
明
で

民
主
党
政
権
に
は
基
本

的
な
国
策
が
欠
如
し
て
い
る

と
言
わ
れ
た
。

　

ま
た
、
昨
年
の
定
例
会
で

地
方
か
ら
も
発
信
す
べ
き
と

答
弁
さ
れ
た
が
。

町
長

現
政
権
は
混
乱
し
て
お

り
、
発
信
し
て
も
聞
く
耳
を

持
っ
て
い
な
い
。

町
長
は
、｢

首
長
と
し

て
、
本
年
度
当
初
予
算

の
財
源
確
保
が
出
来
う
る
か

ど
う
か
不
安｣

と
い
わ
れ
た

が
情
勢
分
析
は
。

ＱＡ

発信しても聞く耳を持っていない答

問

町
長

国
の
予
算
関
連
法
案
が

全
部
否
決
と
は
な
ら
ず
、
地

方
交
付
税
関
連
は
成
立
さ
せ

て
く
れ
る
で
あ
ろ
う
。

町
立
病
院
の
医
師
確
保

は
出
来
る
の
か
。

町
長

自
治
医
大
出
身
の
医
師

一
人
が
産
休
に
入
ら
れ
る
。

つ
い
最
近
も
知
事
を
始
め
病

院
事
業
局
長
な
ど
に
医
師
確

保
を
強
く
要
請
し
た
。
ま
た
、

寺
岡
理
事
長
に
も
医
師
確
保

を
た
び
た
び
強
く
要
望
し
て

い
る
。

Ａ

Ａ

い
な
い
。
時
間
が
欲
し
い
。

＝
そ
の
他
の
質
問
＝

＊
学
校
再
配
置
に
つ
い
て

Ａ

ふれあい号乗車（町立病院）

小林　貢議員

自らの倫理感としての信念だ

い
」「
節
約
す
る
・
無
駄
を

省
く
」「
恥
じ
る
・
自
分
さ

え
よ
け
れ
ば
良
い
と
云
う
こ

と
を
戒
め
る
」「
お
互
い
感

謝
し
、
共
生
を
目
指
す
」
と

も
置
き
換
え
ら
れ
る
。

　

自
ら
が
こ
の
倫
理
感
で
対

処
し
て
い
く
信
念
を
表
現
し

た
も
の
だ
。

　

自
分
自
身
も
そ
う
あ
り
た

い
し
、
職
員
諸
君
に
も
そ
れ

を
求
め
た
。
町
民
に
求
め
た

も
の
で
は
な
い
。

「
お
で
か
け
タ
ク
シ
ー

を
復
活
し
て
ほ
し
い
」

と
云
う
要
望
が
強
い
。
根
幹

三つの心構えの説明を国に対して地方から
発信すべきでは

片山元八郎議員

Ｑ

総括質問

＝
そ
の
他
の
質
問
＝

＊
保
育
所
指
定
管
理
の
メ

リ
ッ
ト
に
つ
い
て

＊
ト
マ
ト
団
地
の
造
成
事
業

＊
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
工
事
の
遅
れ
の

要
因
は

町
長
提
案
の
、
中
学
校

２
校
、
小
学
校
５
校

体
制
は
、
小
・
中
学
校
再
配

置
検
討
委
員
会
の
答
申
と
大

き
く
変
わ
っ
て
い
る
が
な
ぜ

か
。

町
長

ひ
と
つ
の
た
た
き
台
と

し
て
予
算
大
綱
で
示
し
た
も

の
で
あ
り
、
今
後
議
論
を
深

め
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

中
学
校
に
つ
い
て
は
、
方

針
は
変
わ
っ
て
い
な
い
。

　

豊
松
小
学
校
に
つ
い
て
は
、

保
護
者
・
地
域
・
教
育
委
員

会
が
１
年
間
か
け
て
徹
底
的

に
検
討
・
協
議
し
て
い
た
だ

き
た
い
。
機
が
熟
し
た
と
き

に
統
合
す
べ
き
と
考
え
る
。

道
の
駅
の
へ
の
コ
ン
ビ

ニ
誘
致
の
効
果
と
そ
の

影
響
は
。

町
長

①
相
乗
効
果
に
よ
る
利

用
客
増
を
め
ざ
す
。
②
若
者

定
住
対
策
の
促
進
が
期
待
で

き
る
。
③
道
の
駅
を
核
に
源

流
の
里
対
策
に
も
期
待
で
き

る
。
④
コ
ン
ビ
ニ
会
社
と
の

連
携
に
よ
る
新
た
な
事
業
展

開
（
牧
場
・
無
農
薬
野
菜
な

ど
）
が
で
き
る
。
⑤
酒
・
タ

バ
コ
販
売
な
ど
、
近
隣
の
商

店
へ
の
影
響
も
心
配
し
て
い

る
。

中
・
高
一
貫
教
育
推
進

の
必
要
性
は
。

教
育
長

６
年
間
の
学
校
生
活
の

中
で
持
続
性
あ
る
教
育
指

導
、
ま
た
生
徒
の
個
性
や
創

造
性
を
伸
ば
す
狙
い
が
あ
る
。

　

成
果
と
し
て
は
、
生
徒
の

学
力
向
上
、
授
業
の
質
の
向

上
、
大
学
進
学
の
実
績
や
就

職
活
動
の
充
実
、
ク
ラ
ブ
活

動
の
充
実
な
ど
が
あ
る
。

Ｑ

答

問

既
存
の
農
業
組
織
は
地

域
の
中
核
組
織
だ
。

　

隣
接
集
落
の
農
地
維
持
活

動
・
高
齢
者
生
き
が
い
対

策
・
草
刈
り
・
除
雪
な
ど
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
地
域
貢
献
型

へ
誘
導
す
る
こ
と
も
今
後
の

農
業
・
農
村
を
守
る
大
き
な

対
策
だ
。

　

誘
導
へ
の
補
助
制
度
の
創

設
が
不
可
欠
だ
が
、
町
長
の

決
断
は
。

町
長

農
業
組
織
も
農
業
経
営

オ
ン
リ
ー
か
ら
一
歩
で
も
進

展
し
て
い
く
形
態
が
必
要
な

Ｑ

答

問

時
期
に
来
て
い
る
。

　

先
進
的
な
提
案
で
あ
り
、

制
度
の
創
設
が
必
要
と
思

う
。
本
町
の
行
政
力
、
財
政

力
に
あ
っ
た
地
域
貢
献
型
へ

の
誘
導
制
度
を
検
討
し
、
成

案
づ
く
り
に
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

海
外
難
民
受
け
入
れ
事

業
は
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ

る
目
玉
事
業
だ
。

　

し
か
し
、
財
源
が
不
安
定

な
特
定
財
源
で
あ
り
、
財
源

確
保
で
き
な
け
れ
ば
中
止
と

い
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

財
源
を
一
般
財
源
に
振
り
替

会
を
行
政
指
導
し
て
い
く
。

役
場
支
所
の
あ
り
方
に

つ
い
て
の
基
本
的
な
考

え
は
。町

長
本
庁
で
の
職
員
の
集
中

管
理
に
な
る
。
支
所
は
窓
口

機
能
程
度
を
考
え
て
い
る
。

年
内
に
成
案
を
つ
く
り
議
会

に
示
し
た
い
。

 

＝
そ
の
他
の
質
問
＝

＊
国
の
予
算
関
連
法
案
成
立

へ
の
見
通
し
と
対
応

徹底的な議論を

Ｑ

新校歌合唱（新三和小学校入学式）

Ａ

Ｑ

成案づくりに積極的に取り組む

え
て
で
も
執
行
す
べ
き
だ
。

町
長

私
も
同
じ
思
い
で
あ

る
。
特
定
財
源
が
確
保
で
き

な
け
れ
ば
一
般
財
源
に
振
り

替
え
て
実
現
す
る
。

観
光
協
会
の
存
在
意
義

が
な
い
。

　

観
光
立
町
に
す
る
体
制
の

整
備
は
。

町
長

観
光
協
会
の
組
織
は
不

安
定
で
一
貫
性
が
な
い
。　

　

魂
が
入
ら
な
い
と
だ
め
だ

と
思
っ
て
い
る
。
産
業
課
に

観
光
係
を
新
設
し
、
観
光
協

藤田晃己議員瀬尾征爾議員

学校再配置の方向は農業組織を地域貢献型
への誘導を

Ｑ Ａ

ＱＡ

Ａ

Ａ

ＱＡＡ

始まった稲作

Ｑ

Ａ

Ｑ

ＡＱＡ

ＡＱ

町立病院の新しいＣＴスキャン

Ａ

Ｑ
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